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合計 季節調整値 合計 季節調整値

14年 12月 45.2 46.9 44.2 46.6 49.0 46.7 49.5 45.0 49.3 51.2
15年  1月 45.6 47.4 43.9 46.7 54.8 50.0 49.8 48.4 51.8 57.1

2月 50.1 49.9 48.4 51.1 59.1 53.2 51.4 52.4 53.4 57.3
3月 52.2 48.1 50.9 52.7 59.4 53.4 51.8 53.1 52.0 58.7
4月 53.6 49.9 53.2 52.8 58.1 54.2 51.5 53.9 53.1 59.5
5月 53.3 50.8 53.6 50.2 58.5 54.5 51.8 54.3 53.7 57.8
6月 51.0 49.9 50.4 51.3 54.7 53.5 51.7 52.9 53.9 56.6
7月 51.6 49.8 50.8 52.4 55.7 51.9 51.5 51.3 51.9 56.0
8月 49.3 50.0 48.8 48.3 55.2 48.2 49.8 47.4 48.7 52.7
9月 47.5 49.1 47.0 46.9 52.7 49.1 50.3 48.9 48.3 52.3

10月 48.2 51.6 48.1 47.4 51.1 49.1 51.3 49.3 47.5 51.5
11月 46.1 50.1 44.4 47.8 54.0 48.2 51.4 47.9 47.4 52.2
12月 48.7 50.5 47.7 48.9 55.1 48.2 51.1 47.2 48.2 55.2

景気の現状判断（方向性） 景気の先行き判断（方向性）
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（資料）内閣府「景気ウォッチャー調査」 

（注）「家計動向関連」、「企業動向関連」、「雇用関連」は、各々家計動向関連業種（小売関連、飲食関連、サービス関連など）の景気判

断、企業動向関連業種（製造業、非製造業など）の景気判断、雇用関連業種（人材派遣業、職業安定所など）の景気判断を示す 

 

1． 景気の現状判断 DI：2 ヵ月ぶりの改善も、5 ヵ月連続で 50 を下回る 

 

1 月 12 日に内閣府から公表された 15 年 12 月の景気ウォッチャー調査によると、景気の現状判断 DI

は 48.7 と前月を 2.6 ポイント上回り、2 ヵ月ぶりの改善となった。参考系列として公表されている季節

調整値は 50.5 と、前月を 0.4 ポイント上回った。 

景況感は夏場にかけて足踏みが続き、8 月以降原数値が好不況の分かれ目である 50 を 5 ヵ月連続で

下回るなど、依然停滞感が拭えない。12 月調査では、パリのテロ事件を受け海外情勢への不透明感が高

まっていることや中国の景気減速への懸念が景況感の重石となる一方で、年末年始の季節需要や訪日外

国人旅行客による観光需要が改善要因となった。また、前回調査で悪化した家計動向関連は、暖冬によ

る冬物商材の不振が影響したものの、ボーナス・クリスマス商戦が下支えとなり景況感は幾分改善して

いる。 

コメントをみると、中国の景気減速・株安関連やテロ事件関連のものが多く、海外情勢への懸念が根

強いことが窺える（最終頁の図参照）。引続きインバウンド需要への期待が高いものの、円安による物

価上昇や海外情勢への懸念など不安材料が多いことが、景況感の停滞感を一段と強めている。 
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2. 年末年始の季節需要、インバウンド需要が下支え 

 

現状判断 DI の内訳をみると、企業動向関連（前月差＋1.1 ポイント）、雇用関連（同＋1.1 ポイント）

が 2 ヵ月連続して前月から改善し、家計動向関連（同+3.3 ポイント）は 2 ヵ月ぶりの改善となった。 

家計動向関連は、サービス関連（前月差+1.9ポイント）、住宅関連（同+0.6ポイント）が小幅な上昇

に留まるなか、飲食関連（前月差+8.3ポイント）が大幅に上昇したことが景況感の改善に寄与した。 

コメントをみると、飲食関連では「忘年会シ

ーズンであり、例年どおりにかなり忙しい日が

続いている」（東北・一般レストラン）や「ク

リスマスとお正月シーズンだったため、普段よ

りもかなり多く売れた」（九州・一般小売店）

といったように、年末年始の季節需要による消

費拡大を改善要因に挙げるコメントが散見され

た。その一方で、「飲食業界においてはまだま

だデフレマインドが払拭されていない」（東北・

高級レストラン）など、消費者のデフレマイン

ドが根強く低価格志向が強いことを懸念する声

も上がっている。小売関連については、「暖冬

のため防寒関連の動きが悪く、食品も食材関連

が不振である」（近畿・百貨店）といったコメ

ントのように、暖冬による冬物商材の不振を懸

念する声が聞かれる一方で、「海外特選ブラン

ドや時計宝飾品等の高額品の動きも、賞与支給

やクリスマスの時期には良くなっている」（百

貨店・東海）など、ボーナス・クリスマス商戦

を改善要因に挙げるコメントが見受けられた。

これまで個人消費の下支えとなっているプレミ

アム付商品券に関するコメントについては、「プレミアム付商品券も使い切り、財布のひもはまた固く

なってしまっている」（南関東・スーパー）といったように、プレミアム付商品券による消費押し上げ

効果が徐々に薄らいでいる点を指摘するコメントが多い。 

企業動向関連は、製造業（前月差▲1.9 ポイント）が前月から低下する一方で、非製造業（同＋3.8 ポ

イント）は 2 ヵ月連続で上昇した。製造業では、「消費者には節約志向が強く、販売数量等の減少が著

しい。当面は回復の兆しがみえず、苦しい状況である」（東海・食料品）など個人消費の弱さを危惧す

るコメントのほか、「やや良くなっている業種とそうでない業種の差が大きくなっている。特に、中国

製品が破格の安さで入ってくるため、国内価格が混乱している」（近畿・金属製品製造業）といったよ

うに、中国の景気減速の影響を不安視するコメントも依然多い。非製造業については、引き続きインバ

ウンド需要が下支えとなっていることに加え、円安の一巡によって物価上昇への懸念が幾分和らいだこ

とも、景況感に対してプラスに働いたようだ（最終頁の図参照）。 
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景気の現状判断DI（分野別、原数値）
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雇用関連は、2 ヵ月連続の改善となり引き続き雇用情勢が改善基調にあることを示す結果となった。

「依然として、業種職種に関係なく人手不足が続いている。特に、介護業界では応募者を増やすのはも

ちろんのこと、離職者を減らすことにも力を注ぐことが増えており、例えば育児支援を充実させること

などを実施している企業がある」（南関東・職業安定所）や、「求人数が大幅に増加しているし、有効求

人倍率も上昇しているため、景気は上向いている。しかしながら求職者数は増加せず、企業からの求人

依頼に応じられないことが多くなっている」（九州・人材派遣会社）といったコメントからも、労働需

給の逼迫した状況が窺える。 

 

3． 先行きは原油価格急落の影響、中国経済を巡る懸念が重石 

 

先行き判断 DI は 48.2 と前月から横ばいとなった。参考系列として公表されている季節調整値は 51.1

と前月から▲0.3 ポイント悪化した。先行き判断 DI の内訳をみると、家計動向関連が前月差▲0.7 ポイ

ント、企業動向関連が同+0.8 ポイント、雇用関連が同＋3.0 ポイントとなった。雇用関連（55.2）が高

水準を維持する一方で、家計動向関連（47.2）、企業動向関連（48.2）が依然節目の 50 を下回るなど、

中国経済の動向やテロ事件といった海外情勢への懸念の高まりを受けて、景気の先行きに対して慎重な

姿勢が優勢となっている。 

家計動向関連は、「入学、卒業シーズン

に入るので専門店の商品を買う客がいくら

か増える」（九州・商店街）や「セールに

期待しているほか、春物の立ち上げも意識

的に早めていく」（近畿・百貨店）など、

卒業・就職シーズンやクリアランスセール

の消費押し上げを期待するコメントが見受

けられた。その一方で、「年末でボーナス

が出たのか、来客数は増加したが、ボーナ

スの効果がなくなると、また減少する」（近

畿・一般レストラン）といったように、ボ

ーナス商戦の反動の影響を危惧するコメントや、「米国の利上げや原油価格の低下、新興国経済の減速

など、景気に対する不透明感が大きく、客の消費マインドが上がらないと予想される」（近畿・スーパ

ー）など、中国をはじめとする新興国経済の動向や原油価格の急落を危惧するコメントが目立った。 

企業動向関連は、「景気が良くなる理由が見当たらない。海外にはテロ、中国経済の減速や米国利上

げの影響等、不安要素が多く、何かのきっかけで国内景気が落ち込むことを警戒する人が多いと感じる」

（東海・化学工業）といったコメントからも、企業は海外景気への警戒感を強めていることが窺える。

これまで原油価格の下落を好感するコメントが一部の業種で散見されていたが、最近では「円安や原油

安は、製造業にとってはプラスに働くと考えているが、単純な話ではなさそうである」といったように、

原油安の影響を不安視する声が上がっている。 

雇用関連は、「来年度に向けて、採用枠の拡大を検討する企業が増えてきていると感じる」（東海・

人材派遣会社）など、来年度も引続き雇用の拡大を見込むコメントが多く見受けられた。 
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景気の先行き判断DI
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個人消費の低迷が続くなか、訪日外国人客による観光需要などが景況感の下支えとなっているものの、

中国経済の動向など海外情勢の不透明感もあり、景況感は足踏み状態が続いている。また、個人消費は

名目賃金の持ち直し、物価上昇率の低下による実質所得の押し上げなどから回復しているものの、その

ペースは緩やかに留まっており、景況感を押し上げるまでには至っていない。 

2016年に入ってから中国の景気減速に対する懸念が再浮上したことに加え、サウジアラビアによるイ

ランとの外交関係断絶や北朝鮮による核実験といった地政学リスクの高まりを受けて株安・円高が進行

している。こうした状況が続けば企業マインドの悪化だけでなく、消費者心理を冷やしかねない。新た

な押し上げ材料が不在のなか、相次ぐ不安材料が下押し要因となることから、次回調査では景況感の悪

化は避けられないだろう。 

各種コメント数の推移 
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（注）「景気の現状に対する判断理由等」に掲載されているコメント数  
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（注）「景気の現状に対する判断理由等」に掲載されているコメント数
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（注）「景気の現状に対する判断理由等」に掲載されているコメント数  

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報

提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


